
12
月
11
日
～
15
日
ま
で
、
協
会
関
西

ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
中
国
・
江
蘇
省
の
蘇

州
市
、
揚
州
市
、
南
京
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。

今
回
の
訪
中
は
、
中
国
駐
大
阪
総
領

事
館
の
日
中
国
交
正
常
化
45
周
年
記
念

事
業
と
し
て
関
西
地
区
の
日
中
友
好
協

会
各
府
県
連
合
会
に
訪
中
招
待
の
要
請

が
あ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
の
代
表

21
名
で
団
を
構
成
し

ま
し
た
。
な
お
、
今

回
和
歌
山
県
連
、
滋

賀
支
部
か
ら
日
程
の

都
合
が
つ
か
ず
不
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
府
連
か
ら
は
、

渡
辺
会
長
、
山
本
副

会
長
、
松
尾
理
事
長
、

平
松
常
任
理
事
、
西

支
部
は
山
本
範
枝
さ

ん
、
東
大
阪
支
部
は

栗
山
支
部
長
、
堺
支

部
は
荒
崎
幹
事
の
７

名
が
参
加
し
、
渡
辺

会
長
が
訪
中
団
団
長
、

松
尾
理
事
長
が
秘
書

長
を
務
め
ま
し
た
。

江
蘇
省
、
蘇
州
市
、

揚
州
市
の
人
民
対
外

友
好
協
会
と
の
交
流
、

二
つ
の
企
業
（
中
国
、

日
系
）
の
見
学
、
揚

州
大
学
と
南
京
大
学

の
日
本
語
学
科
の
学

生
た
ち
と
交
流
を
し

ま
し
た
。

今
回
の
訪
問

で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
二
つ
の
大

学
の
日
本
語
学
科
で
学
ぶ
学
生
た

ち
と
の
、
お
茶
（
茶
道
）
を
と
お

し
て
の
交
流
が
圧
巻
で
し
た
。
参

加
の
教
員
・
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ

25
名
ほ
ど
の
参
加
で
し
た
。
兵
庫

か
ら
参
加
の
茶
道
教
師
の
神
榮
さ

ん
に
よ
る
茶
道
の
解
説
と
、
京
都

か
ら
参
加
の
千
葉
さ
ん
に
よ
る

「
お
点
前
」
の
実
演
で
学
生
た
ち

は
作
法
に
則
り
、
用
意
さ
れ
た

「
お
菓
子
」
を
食
べ
、
茶
碗
で

「
お
薄
」
を
一
服
。

神
榮
さ
ん
の
和
服
姿
、
急
き
ょ

し
つ
ら
え
た
茶
室
の
雰
囲
気
に
目
を
輝

か
せ
、
千
葉
さ
ん
か
ら
袱
紗
の
使
い
方

な
ど
作
法
を
学
び
、

自
分
た
ち
で
茶
を

た
て
る
実
技
も
行

い
大
喜
び
で
し
た
。

教
員
も
参
加
し
た

取
組
み
は
大
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

15
日
の
午
前
中

に
「
南
京
大
虐
殺

記
念
館
」
を
訪
問
、

陳
俊
峰
副
館
長
と

懇
談
し
、
館
が
計

画
す
る
事
業
へ
の

協
力
を
約
束
し
ま

し
た
。
犠
牲
者
へ

の
献
花
、
最
新
の
展
示
方
式
な
ど
充
実

し
た
館
内
見
学
。
そ
の
後
、
帰
国
の
途

に
。古

く
か
ら
、
関
西
（
近
畿
）
と
ゆ
か

り
の
深
い
江
蘇
省
、
中
国
侵
略
の
象
徴

で
あ
る
「
南
京
大
虐
殺
」
の
地
を
訪
問

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

訪
中
の
招
待
、
企
画
い
た
だ
い
た
中

国
駐
大
阪
総
領
事
館
の
李
天
然
総
領
事

は
じ
め
政
治
文
化
室
の
曽
琳
室
長
、
と

り
わ
け
、
同
行
い
た
だ
き
終
始
お
世
話

い
た
だ
い
た
朱
耀
輝
領
事
ア
タ
ッ
シ
ェ

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（

松
尾

豊
）
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関
西
ブ
ロ
ッ
ク
初
の
訪
中
団

江
蘇
省
へ

駐
大
阪
総
領
事
館
の
招
待
で

府連通信

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
日
中
友
好
に
関
わ
る
諸
行

事
の
取
り
組
み
、
協
会
組
織
の
拡

大
強
化
の
こ
と
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

昨
年
の
活
動
を
振
り
返
れ
ば
、

中
国
語
講
座
・
太
極
拳
・
き
り
え

な
ど
恒
例
の
文
化
活
動
や
訪
中
旅

行
・
学
習
会
な
ど
か
な
り
多
彩
で

し
た
が
、
な
か
で
も
堺
支
部
再
建

と
府
連
女
性
部
再
ス
タ
ー
ト
は
重

要
な
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

日
中
不
再
戦
の
重
点
活
動
「
８

０
年
目
に
南
京
」
が
４
５
０
名
の

幅
広
い
府
民
の
参
加
を
得
て
成
功

を
納
め
た
事
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
日
中
関
係
の
新
た
な
情

勢
を
反
映
し
た
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
、
９
～
10
月
、
中
国
社
会
科

学
院
訪
日
代
表
団
４
名
、
深
圳
市

人
材
安
居
集
団
有
限
公
司
訪
日
代

表
団
６
名
が
府
連
事
務
所
を
訪
問

さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
12
月
中

旬
、
日
中
国
交
回
復
45
周
年
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
中
国
大
阪
総

領
事
館
か
ら
特
別
招
待
さ
れ
た
日

中
友
好
協
会
関
西
地
区
代
表
団
の

江
蘇
省
訪
問
な
ど
、
い
ず
れ
も
前

例
の
な
い
新
た
な
交
流
の
始
ま
り

で
し
た
。

今
年
は
、
当
面
「
第
４
回
中
国

百
科
検
定
」
（
３
月
21
日
）
の
成

功
を
目
指
し
つ
つ
、
そ
の
後
に
展

開
さ
れ
る
９
条
改
憲
阻
止
国
民
運

動
な
ど
へ
の
参
加
に
も
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
大
阪
府
連
合
会
会
長渡

辺

武
）

中
国
と
の
交
流
を
更
に
深
め

組
織
強
化
に
取
り
組
む

年頭所感

きりえ・近藤

南京大虐殺記念館訪問 春
節
の
つ
ど
い
交
流
会

２
月
４
日
（
日
）
12
時
か
ら

大
阪
中
国
帰
国
者
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
締
切
り
１
月
21
日

第
４
回
中
国
百
科
検
定

３
月
21
日
（
祝
）
15
時
か
ら
50
分

難
波
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
阪
南
校

申
し
込
み
締
切
り
２
月
21
日
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今
年
は
戌
年
、
中
国
語
の
「
戌
」

と
い
う
漢
字
に
「
い
ぬ
」
の
意
味

は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
方
か
ら
伝
わ
っ

た
十
二
支
は
も
と
も
と
た
だ
の
記

号
だ
っ
た
の
で
、
覚
え
や
す
い
よ

う
に
古
代
の
中
国
で

動
物
名
を
漢
字
で
当

て
は
め
た
、
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
。
表

意
文
字
の
漢
字
に
あ
っ

て
珍
し
い
表
音
文
字

で
す
。
日
本
で
外
来

語
を
カ
タ
カ
ナ
で
表

す
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

不
说
属
犬
说
属
狗

戌
年
生
ま

れ
の
「
い
ぬ
」
は
犬
で
は
な
く
狗

と
言
い
ま

す
。
で
は
「

犬
」
と

「
狗
」
の
違
い
は
？
難
し
い
で
す

ね
。
一
般
的
に
大
き

い
「
い
ぬ
」
が
「
犬
」

小
さ
い
「
い
ぬ
」
が

「
狗
」
で
話
し
言
葉

だ
そ
う
で
す
。

で

も
月
を
食
べ
て
月
蝕

を
お
こ
す
「
狗
」
も

い
ま
す
。

天
狗
吃
月
亮

日
本
の
鼻
が
長

く
て
赤
ら
顔
の
「
て
ん
ぐ
」
さ
ん

と
は
エ
ラ
イ
違
い
で
す
。

筆
者
は
犬
が
大
好
き
で
毎
日
大

小
二
匹
と
散
歩
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が

对
主
人
非
常
忠
诚
（
飼

い
主
に
あ
ま
り
に
忠
実
な
）
た
め

か
狗
腿
子
（
権
力
の
犬
）
や
走
狗

等
ひ
ど
い
言
わ
れ
方
も
し
ま
す
。

羊
頭
狗
肉
や

热
狗
（
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
）
は
笑
え
ま
す
が
、
か
わ

い
い
犬
に
気
の
毒
な
気
が
し
ま
す
。

中
国
語
っ
て
楽
し
い
で
す
ね
、

大
阪
府
連
の
中
国
語
教
室
で
一
緒

に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
！

「
い
ぬ
」
「
戌
」
「
犬
」
「
狗
」
石
井

勉

きりえ・近藤

７
日
、
国
労
会
館
で
大
阪
府
連

新
春
太
極
拳
初
稽
古
が
50
名
の
参

加
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
大
阪
各

教
室
と
京
都
、
和
歌
山
の
参
加
者

は
24
式
、
48
式
、
陳
式
、
太
極
扇
、

棍
術
の
練
習
に
分
か
れ
て
行
い
、

休
憩
後
に
は
リ
レ
ー
式
に
表
演
し

ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
２
４
式

太
極
拳
を
行
い
ま
し
た
。
（
Ｓ
）

８
日
、
守
口
市
民
体
育
館
で
守

口
太
極
拳
班
主
催
の
新
春
初
け
い

こ
が
行
わ
れ
、
11
の
教
室
、
サ
ー

ク
ル
か
ら
74
人
の
参
加
者
は
24
式

太
極
拳
、
48
式
太
極
拳
、
陳
式
太

極
拳
36
式
の
３
種
目
に
分
か
れ
て

初
け
い
こ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら

各
教
室
紹
介

と
松
尾
豊
府

連
理
事
長
か

ら
の
ご
挨
拶
、

種
目
別
練
習
、

成
果
発
表
で

は
各
教
室
か

ら
24

式
太
極

拳
を
表
演
「
す
る
だ
け
で
な
く
見

る
太
極
拳
」
の
機
会
に
も
な
っ
て

「
今
後
の
練
習
の
参
考
に
な
り
ま

し
た
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
ま
し

た
。
恒
例
の
「
お
年
玉
抽
選
会
」

で
大
盛
り
上
が
り
の
初
け
い
こ
と

な
り
ま
し
た
。

（
内
藤
正
博
）

太
極
拳
新
春
初
稽
古

10
月
に
再
ス
タ
ー
ト
し
て
３
か

月
に
入
る
堺
支
部
。
２
０
１
８
年

の
活
動
予
定
の
大
枠
を
紹
介
し
ま

す
。
３
回
開
か
れ
た
例
会
は
、
い

つ
も
知
的
好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
る

情
報
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
情

報
を
、
学
習
会
や
講
演
会
な
ど
の

形
で
堺
市
民
の
方
々
へ
提
供
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

12
月
の
例
会
で
は
「
反
中
・
嫌

韓
」
の
風
潮
が
強
い
中
、
ど
の
よ

う
な
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
？
が
、
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
こ
の
問
題
に
応
え
る
活
動
を

具
体
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
堺
と
中
国
の
歴
史

交
流
（
泉
州
堺
）
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
調
べ
、
堺

市
の
国
際
課
と
意
見
交
換
を
し
、

市
民
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
日
中
戦
争
の
真
実
を

学
ぶ
こ
と
。
春
に
は
、
体
験
者
の

講
演
会
を
開
き
基
礎
学
習
を
計
画
。

ま
た
「
日
本
軍
の
遺
棄
し
た
毒

ガ
ス
問
題
」
が
、
今
に
生
き
る
私

た
ち
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
堺
市

の
医
師
の
被
害
者
救
援
の
取
り
組

み
や
、
堺
市
金
岡
町
の
陸
軍
が
終

戦
直
後
に
河
内
長
野
の
寺
ガ
池
へ

毒
ガ
ス
ド
ラ
ム
缶
を
投
棄
し
被
害

が
出
た
事
件
を
調
査
し
て
発
表
す

る
場
を
持
ち
た
い
。

(
浅
田
勝
美)

泉
州
堺
と
中
国
の
歴
史
交
流
を
調
査

ま
ず
会
員
９
名
準
会
員
と
16
名
の

支
部
を
20
名
の
正
支
部
に
す
る
。
そ

の
た
め
に
は
会
員
・
準
会
員
の
ご
協

力
と
、
吹
田
市
在
住
の
直
属
会
員
の

ご
協
力
・
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

役
員
会
の
開
催
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

吹
田
支
部
で
は
太
極
拳
同
好
会
と

き
り
え
同
好
会
を
月
２
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
在
映
画
「
明
日
へ
ー
戦

争
は
罪
悪
で
あ
る
」
の
上
映
に
も
他

団
体
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
国
と
は
「
引
っ
越
し
の
で
き
な

い
隣
人
」
と
の
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ま
す
ま
す
友
好
交
流
を
深
め
る

た
め
に
も
一
歩
前
進
あ
る
の
み
で
す
。

日
中
戦
争
に
反
対
し
た
反
戦
僧
侶

竹
中
彰
元
師
を
描
い
た
劇
映
画

「
明
日
へ
―
戦
争
は
罪
悪
で
あ

る
」
の
上
映
実
行
委
員
会
が
結
成

さ
れ
、
上
映
会
を
準
備
し
ま
し
た
。

１
月
18
日
（
木
）
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅

サ
ン
ク
ス
ホ
ー
ル
で
10
時
半
、
14

時
、
18
時
の
３
回
上
映
で
す
。

前
売
り
券
（
１
２
０
０
円
）
や
製

作
協
力
券
は
大
阪
府
連
合
会
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(

片
山
英
徳)

今
年
の
目
標
は
20
名
の
吹
田
支
部
へ

１月２７日(土)13：30～ 国労会館（ＪＲ天満駅）

講師：瀬戸 宏・摂南大学教授
１．「中国現代演劇を考えるー曹禺『雷雨』を中心に」

２．「テキスト第４部〈文化・芸術・風俗習慣〉

私ならこう読む」

対策講座日程 2/17（土）2/28（水）3/3（土）

中国百科検定受験対策講座

大阪府連初けいこ・太極扇


